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入居者の屋外外出行動とユニット間交流

日本建築学会大会学術講演梗概集

(北海道) 2004年8月

ーグループホームにおける環境と人間行動の相互作用について(その6)ー 正会員 O戸所真総*1

痴呆性高齢者

複数ユニット

1.目的

グループホーム 外出行動

本稿では伺加の事例から入居者の外出について考察する。

また、複数ユニットの効果としてユニット聞の交流につい

て分析を行う。

2調査概要
2-1 対象施設概要

GHrMoJ 開設-2000年3月

H館・2館・Y館の隣接する3棟で構成され、各館は冬季

にも利用可能な屋根付の路地でつながれている。

GHIHoJ 開設 2002年4月

1階と2階の2ユニットが、季節を問わず利用できる「庭」

として計画された吹き抜けのアトリウム空間によってつな

がれている。

2-2.調査方法
屋外外出追跡調査

GHIMoJ・IHoJを対象に4日間(2003.08.11-8.14、8.15-

8.18)9: 00-17: 00に調査を行った。入居者の外出時に行

動追跡し、後方からのビデオ撮影によって、入居者とス

タッフの行動を記録した。調査対象者の概要を表1に示す。

3.個別事例から見た屋外外出行動
屋外外出行動追跡調査から外出回数が多く見られた事例

の外出行動について考察を行う。

C3氏(図1)

C3氏はパターンl・2の「完全に一人で外出」を7闘行って

いた(一人で外出は会外出 19田中11回)。このことから、C3

氏は自分の意志による自発的外出が中心であると考えられ

る。外出先で、最も多かったのはアトリウム空間の椅子(1椅子

AJ)で10回である。パターン2・3のように庭空隠や周辺地域

ヘ外出する場合でも、その前後に「椅子AJで休憩しているこ

とから、「椅子むが口氏の外出の拠点となっていることがわ

かる。

D2氏(図2)

D2氏は全外出42田中パターン1・2の「一人で外出し、ス

タッフと帰宅」を19回行っていた。これらの外出では帰宅願

望も見られ、続いて解消のために周辺地域ヘ散歩に出かけて

いた。D2氏の外出先で、最も多かったのは「デ、ツキ」の16回で

ある(1ベンチDJ含む)。デ、ツキにある「ベンチDJはスタッフ

の誘導で、D2氏の気分転換に利用していた。パターン3はス

タッフの見守りでD2氏が先導する入居者主体の散歩であ

る。D2氏は帰宅願望や外出欲求から自発的外出をしており、

スタッフの見守りによってアトリウム空間や庭空間で外出

表1.屋外外出追跡調査対象者概要

Mol噌|計計f
Y館 I1 I 7 I 6 

Ho I1借 I1 I 7 I 4 
|2階し 2I 7 I 7 

4.ユニット簡の交流

同 隼回尚彦*2

同 奥俊信*3

同 森傑 *4

GHIMoJ・lHoJはユニットを独立した「家」と捉え、敷地内に

複数の「家Jがある ζとで、庭空闘が地域の一部となるように

計画された。屋外外出追跡調査から見られた交流回数を表2、

3に示す。GHIMoJではスロープやB.Y館玄関付近で外出する

入居者と帰宅する入居者がすれ違い、挨拶を交わしていた。

東屋ではベンチで休憩している入居者と散歩帰りの入居者

が合涜し、会話をしていた。B館とY館の交涜がH館との交流

と比較し多く起きていた。乙れは、ユニット玄関が向かい

あっていること、路地・東屋を空間的に共有している ζとが

影響したと考えられる。GHIHoJでは庭空間で挨拶、アトリウ

ム空間の椅子で会話する交流をしていた。また他ユニット

の訪問も行われていた。

2 

表3.ユニット聞の交流回数(GHrHoJ) 

5.まとめ
個別事例から安全な庭空間は入居者の自発的外出の場と

なることが確かめられた。また、各入居者に個別に対応した

外出方法をとるために重要であると考えられる。ユニット

聞の交流は、ユニットのつながり方の違いによって交涜回数

に差が見られ、空路を共有することが大きく影響していた。

また滞在できる空間では会話等の内容の濃い交流へと発展

していた。
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図1.1日の流れから見た外出の発生と外出の様子(C3氏)
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図2.1日の流れから見た外出の発生と外出の様子(02氏)
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